
大震災から学ぶ （2）

平成 7 年（1995）1 月 17 日　午前 5 時 46 分発生
震源 - 淡路島北部　震源の深さ 16km　　マグニチュード7.3
　阪神・淡路大震災をもたらした、兵庫県南部地震は、活断層が
引き起こした直下地震です。揺

ゆ

れは、兵庫県南部の神
こう

戸
べ

市、芦
あし

屋
や

市、西
にしのみや

宮市、宝
たから

塚
づか

市、淡路島などで強く、多くの人々が睡眠中で
あった真冬の早朝に発生したため、死因のほとんどが家屋の倒

とう

壊
かい

などによる圧死でした。特に神戸市の市街地の被
ひ

害
がい

は大きく、多
くの火災が同時に発生するとともに鉄道の高

こう

架
か

橋
きょう

や駅、高速道路
やビルなどが崩

くず

れ落ちました。
　また、神戸市の長

なが

田
た

区では、古い木造住宅が密集していたため
次々と火の手が広がり、これに道路の寸断や消火用水が確保でき
ないことも加わって消火活動は困難を要しました。このことから
住民同士による「共助」の重要性がうたわれるようになりました。

阪神・淡路大震災〈兵庫県南部地震〉

平成7年（1995）1月17日　黒煙をあげ燃え上がる神戸

被災状況

死者・行方不明 : 6,437人
  （内、行方不明者3人） 
住 家 全

ぜん

 壊
かい

 : 104,906戸 

住 家 半
はん

 壊
かい

 : 144,274戸 

建 物 焼 失 : 7,574戸
  （半焼・部分焼等含む） 

総務省消防庁　確定報：
平成 18 年（2006）5 月 19 日

（平成13年4月23日　気象庁7.2から7.3と訂
てい

正
せい

）
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〜阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災〜　＜兵庫県南部地震＞

共助の大切さ〜地域で助け合う〜
　阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災以降、各地において、災害に強いまちづくりが進められました。例えば建物の耐震化や
不燃性の強化、高速道路や鉄道の高架橋の補強などです。また、災害用伝言ダイヤル「171」や緊急地震速
報も一般に普及し、水道水や電気、ガスなどのライフラインの復旧も当時に比べ一段と早くなっています。
しかし、何より大切なのは「地域の安全は地域で守る」という視点です。
　震災後、神戸市を中心に、協働によるまちづくりの気運が高まり、災害時のボランティア活動や自主的な
防災活動の重要性が全国に広がっていきました。

防災トピック

　野島断層は、兵庫県淡路島の旧・北
ほく

淡
だん

町
ちょう

（現・淡路市）の北

端にある江崎灯台付近から南方の富島地区（現・淡路市宮島）

までの約10kmにわたる活断層※です。

　これは、兵庫県南部地震の際に活動した断層の一つで、震源

に最も近いものです。北淡震災記念公園内にある野島断層保存

館には、この断層のうち約140mが展示されています。
※�活断層とは、およそ 180 万年前に繰

く

り返し活動し、今後も活動する可
能性がある断層のことである。地震の規模は断層の長さに関係があり、
長い断層ほど大きな地震をおこすとされている。

保存されている野島断層

野島断層

平成24年（2012）6月10日　神戸市長田区にある阪神・淡路大震災の復興
シンボル「鉄人２８号」の前で岩手県大

おお

船
ふな

渡
と

市の伝統芸能「鹿
しし

踊
おどり

」を披
ひ

露
ろう

す
る人々

平成7年（1995）1月18日　
火災でくすぶり続ける神戸市長田区

平成10年（1998）12月20日　地域の人々との触
ふ

れ合い〜
神戸市長田区の大国公園でのもちつき　

3.11を忘れない
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大正 12 年（1923）９月 1 日午前 11 時 58 分 32 秒発生
震源 - 神奈川県相

さ

模
がみ

湾
わん

北西沖 80km    　　マグニチュード7.9
　関東大震災の被

ひ

害
がい

は東京や神奈川を中心に南関東一帯に及びま
した。東京で一番揺

ゆ

れが激しかったのは現在の墨田区や江東区一
帯で、家屋の２〜３割が壊

こわ

れたと言われています。また、発生時が
ちょうど昼頃

ごろ

で、火を使っていた家庭が多かったため、多くの家々
から出火しました。当日、関東地方には能

の

登
と

半島付近にあった台風
の影響で強風が吹

ふ

いていたため、火はまたたく間に広がり、下町の
大半が消失する大火となってしまいました。当時の東京市街地の 4
割が火災によって被害を受けたと言われています。死者・行方不明
者約 11 万人のうち 87.1％が火災で亡くなっています。

関東大震災〈関東地震〉

日本橋より魚
うお

河
が

岸
し

及
および

三
みつ

越
こし

呉
ご

服
ふく

店
てん

附
ふ

近
きん

延
えん

焼
しょう

［台東区立下
した

町
まち

風
ふう

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

所蔵］

帝
てい

都
と

大震災火災系統地図［台東区立下町風俗資料館所蔵］
田
た

端
ばた

駅
えき

（北区）の被
ひ

災
さい

者
しゃ

［東京都震災復興記念館所蔵］
当日大阪で発行された号外

（大阪朝日新聞）

大震災から学ぶ （3）

被災状況

死者・行方不明 : 105,000人余り 

住 家 全
ぜん

 壊
かい

: 109,000戸余り 

住 家 半
はん

 壊
かい

: 102,000戸余り 

住 家 焼 失: 212,000戸余り

理科年表　平成24年（平成23年11月）
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防災トピック

〜関東大震災	〜　〈関東地震〉

　私の家は、母
おもや

屋も二階の方も共に東へ倒れてゐ
（い）

た。私方の上
かみ

隣
どな

りの、長
は

谷
せ

川
がわ

揆
き

一
いち

家もつぶれて、数多い植木だけが見えた。道

路のつき当たりの宗
そ

我
が

神社の拝
はい

殿
でん

だけがつんのめるように崩
くず

れ、

うしろの小さい本殿だけ立ってゐ
（い）

た。神
かぐ ら

楽殿
でん

もつぶれた。空
から

薬
や

罐
かん

をぶらさげた細
さい

君
くん

の家をふくめて、向う三
さん

軒
げん

に当る農家もす

べてつぶれた。見える家で無事なのは一
いっ

軒
けん

もなかった。
（�尾

お

崎
ざき

一
かず

雄
お

『あの日この日』（一）「23関東大震災、その被害状況（大正12年）」

講談社文庫から）

　当時、早稲田大学の学生で

あった尾崎一雄［明治 32 年

（1899）—昭和 58 年（1983） 

芥
あくた

川
がわ

賞作家］は、夏休みで帰

省していた神奈川県小田原市

で被災している。後年、その

時の被害状況や人々の様子を、

随
ずい

筆
ひつ

『あの日この日』に詳
しょう

細
さい

に記している。

『あの日この日』

震災の被害

往
おう

時
じ

の姿をしのばせる錦
にしき

絵に描
かれた凌

りょう

雲
うん

閣
かく

［東京都江戸東京博物館所蔵］

崩壊した浅草凌
りょう

雲
うん

閣
かく

［台東区立下町風俗資料館］

■凌
りょう

雲
うん

閣
かく

（浅草十二階）の半壊
　今の台東区浅草にあった凌雲閣は、明治 23 年（1890）に建てられた 12 階
建ての赤煉

れん

瓦
が

造りの八角形の塔
とう

で、「浅草十二階」とも呼ばれました。高層ビル
の先

さき

駆
が

けであり、日本で初めてエレベーターが設置されたことでも知られていま
す。
　凌

りょう

雲
うん

閣
かく

は、当時の観光名所として知られ、江
え

戸
ど

川
がわ

乱
らん

歩
ぽ

（推理小説家。名探
たん

偵
てい

明
あけ

智
ち

小
こ

五
ご

郎
ろう

と小林少年を団長とする少年探偵団が怪
かい

人
じん

二十面相と対
たい

峙
じ

する「少年探
偵団シリーズ」が有名）の小説『押

おし

絵
え

と旅する男』の舞
ぶ

台
たい

にもなっています。
　しかし、大正 12 年（1923）9 月
1 日に発生した関東大震災で、建物の
8 階以上の部分が崩

ほう

壊
かい

し、その後、爆
ばく

破
は

により解体されました。

尋
たず

ね人の貼
は

り紙（東京駅交番前）  街のあちこちに、関東大震災で行方不明となっ
た家族・友人を探す貼り紙が貼られました。 ［東京都震災復興記念館所蔵］

3.11を忘れない
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東京市黒
くろ

門
もん

尋
じん

常
じょう

小学校（台東区）［台東区立下町風俗資料館所蔵］

復興に向けて〜行政機関による「公助」〜
　関東大震災発生の翌日〔大正 12 年（1923）9 月 2 日〕に内務大臣になった後

ご

藤
とう

新
しん

平
ぺい

は、9 月 6 日に
「帝

てい

都
と

復興ノ議」を閣議に提出しました。さらに、9 月 27 日には帝都復興院が設置され、その総
そうさい

裁を兼
けん

務
む

することとなった彼は、江戸時代以来と言われる東京の復興計画を提案しました。具体的には、道路や公園、
橋などの整備と大規模な区画整理の実施です。
　財

ざい

源
げん

不足で計画はかなり縮小されましたが、その際に整備されたものには、昭和通りや大正通り（現靖
やす

国
くに

通り）などの復興道路、復興区画、復興公園、聖
ひじり

橋
ばし

や永
えい

代
たい

橋
ばし

などの復興橋、耐震耐火構造となった復興小学
校などがあります。
　なお、関東大震災が起こった９月１日は、昭和 35 年（1960）に「防災の日」と定められ、この日を含
む防災週間には、全国各地で防災訓練が行われるようになりました。

隅
すみ

田
だ

公園付近（墨田区）［台東区立下
した

町
まち

風
ふう

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

所蔵］

昭和 5 年（1930）に開催された『帝都復興展覧会』に出品され
た八

や

重
え

洲
す

橋
ばし

付近（東京駅前）の模型［東京都震災復興記念館所蔵］
復興した九

く

段
だん

坂
ざか

（千代田区）［東京都震災復興記念館所蔵］

復興区画

復興小学校復興公園

復興道路

　関東大震災で東京は焼け野原となりました。壊
かい

滅
めつ

的
てき

な被
ひ

害
がい

を受けた東京は、どのように

復興したのでしょうか。

大震災から学ぶ （4）
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復興した東京の街並み
　約 6 年半をかけて進められた復興事業によって東京は近代都市へと生まれ変わり、昭和 5 年（1930）には
帝都復興祭が行われました。

震災直後 10 年後

大正12年（1923）9月　
焼け落ちた電線がぶら下がる銀座4丁目（中央区）

昭和8年（1933）9月　すっかり復興した銀座4丁目

銀　座

関東大震災とその後の復興

21

大正12年（1923）9月　焼け落ちた吾
あ

妻
づま

橋
ばし

震災直後 7 年後

昭和5年（1930）12月 21日　吾妻橋開通式の様子

浅　草

震災直後 8 年後

大正12年（1923）9月　焼失した上野駅 昭和6年（1931）11月 29日　完成間近の上野駅

上　野



防災トピック

　長い歴史を振り返ると、日本人は、多くの自然災害に立ち向かってきたことが分かりま

す。そして、その中で得た知識や教訓を後世の私たちに、数多く残してくれています。

　私たちもこうした先人の教えを調べ、それにまつわる史
し

跡
せき

等を訪れてみましょう。

�　「今回の震災では、あまりの揺れの大きさから、平安時代の貞
じょう�がん

観地
震※とその後に発生した津波を連想し、すぐに家族全員を日

ひより

和山
やま
※に

避難させた人がいます。歴史的事実を見事に生かした事例です。今
回の大震災をどのように把

は

握
あく

して、次に生かし、いかに未来につな
げるか。これが生き残った者の責務であると考えています。」
　　　　　　　　　　　　　�（石

いしの

巻
まき

市教育委員会　元教育長　阿部和夫氏の講演より）

※�貞観地震　貞観11年（869）に発生したマグニチュード8.3 の大地震

※�日和山　宮城県石巻市の中心部。旧北上川河口に位置する高さ56メートルの丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

。石巻市を一望できる。

「歴史」に学び、「震災」を後の世に生かす

昭和三
さん

陸
りく

津
つ

波
なみ

の碑 : 昭和 8 年
（1933）「地震があったら津波
の用心」石巻市北上地区白浜
海水浴場付近に建つ

大
お お

地
じ

震
し ん

にまつわるもの

東京都慰霊堂

先人が伝える防災の教え 

■ 関東大震災記念塔
とう

　　	所在地：中央区銀座４－１－2
　　（数寄屋橋交番裏）

■ 震
しん

災
さい

避難記
き

念
ねん

碑
ひ

　
　　所在地：中央区日本橋浜町
　　　　　　２－５７先
　　（隅

すみ

田
だ

川
がわ

新大橋北西隅）

■ 東京都立横
よこ

網
あみ

町
ちょう

公園
　 （東京都慰

い

霊
れい

堂・復興記念館）
　　所在地：墨田区横網２－３－25

　関東大震火災から 10 年後の昭和８年
（1933）９月１日に「平和の神」を象徴し
た銅像が建てられました。台座正面には、長
くこの日をしのび二度と惨

さん

害
がい

をくりかえさぬ
ようにと、「不意の地震に不断の用意」と表
示されています。

　関東大震災では火災により各所
の橋が焼け落ち、多くの犠

ぎ

牲
せい

者
しゃ

を
出しました。しかし、新大橋だ
けは火災からまぬがれ、逃げ惑

まど

う
人々の生命を救い、避難橋として
の大きな役割を果たしました。
　そのため、
新 大 橋 は 多
くの人々から

「 人 助 け 橋 」
と呼ばれるよ
うになりまし
た。

　関東大震災では、台風の影響もあり大火が発生しました。当
時整備中であった現在の横網町公園には火の手を逃れ多くの
人々が避難していました。し
かし、持ち込まれた家財道具
への飛び火や、風速 17 メー
トルの強風により、この一帯
はたちまち燃え広がり、多く
の焼死者が出ました。
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防災トピック

　　　　　　風水害にまつわるもの

�　安
あんせい

政元年（1854）12月 24日午後 4時、安政南
海地震が広

ひろ

村
むら

（現在の和歌山県広
ひろかわ

川町）を襲
おそ

い、その
後、大津

つ

波
なみ

が押し寄せてきました。濱
はまぐち

口梧
ごりょう

陵は、「逃げ
ろ。丘

おか

に上がれ。」と必死で村人を避難させるとともに、
暗
くらやみ

闇の中で逃げ場を失っている村人を助けるため、収
しゅうかく

穫
して積み上げていた「稲むら（稲

いなたば

束を積み重ねたもの）」
に火をつけてまわりました。この火を目印に、逃げ遅れ
た人々は丘に上り、安全に避難することができました。
　さらに梧陵は百年後に再来するであろう津波に備え、
巨額の私財を投じ、高さ5m、長さ約600mの広村堤

ていぼう

防
（防波堤）を築きました。安政南海地震から92年後、昭
和21年（1946）、南海地震が発生し、高さ4〜5mの
津波が広村を襲いましたが、広村堤防が村の大部分を守っ
たのでした。

（「稲むらの火の館」ホームページから作成）

濱口梧陵　
（1820 〜 1885）

避難の目印になった
稲むらの火

和歌山県有
あり

田
だ

郡広川町広村堤防

『稲
いな

むらの火』

平久橋のたもとの波除碑

■ 波
なみ

除
よけ

碑
のひ

　
　　所在地：江東区木場6－13－ 13（平

へい

久
きゅう

橋
ばし

のたもと）
■ 大田区立東

ひがし

糀
こうじ

谷
や

　 防災公園
　 「潮

ちょう

位
い

計」
　　所在地：大田区東糀谷
　　　　　　４－５－1

　寛政 3 年（1791）9 月 4 日、深
ふか

川
がわ

洲
す

崎
ざき

一帯に襲
しゅう

来
らい

し
た高

たか

潮
しお

により、家屋がことごとく流され多数の死者、行
方不明者が出ました。
　当時の幕府はこの災害
を重く見て、洲崎弁天社
から西のあたり一帯の東
西 285 間、南北 30 余
間、総坪数 5,467 坪（約
1 万 8000㎡）を買い上
げて空き地とし、これよ
り海側に人が住むことを
禁じ、東北地点（洲崎神
社）と西南地点（平久橋
のたもと）に波除碑を建
てました。

　東糀谷防災公園は避難
者を受け入れる防災機能
をもった公園です。園内
には、東糀谷地区に流れ
る呑

のみかわ

川の防潮堤の高さと、
過去に大型台風が来襲し
た際の潮

しお

の高さを表した
「潮位計」が設置されてい
ます。
※潮位

潮の干満により変化する海
面の高さのこと

3.11を忘れない
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【
大
意
】　

ま
た
、
同
じ
頃こ
ろ

で
あ
っ
た
か
、
と
ん
で
も
な
い

大
地
震
が
襲お
そ

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
様
子
と
い
っ
た
ら
、
尋じ
ん
じ
ょ
う常で

は
な
か
っ
た
。
山
は
崩く
ず

れ
て
河
川
を
埋う

め
、
海
で
は
津
波
が
押
し
寄
せ
て
陸
地
を

水み
ず
び
た浸

し
に
し
た
。
大
地
は
割
れ
て
水
が
吹
き
出
し
、
大
き
な

岩
は
割
れ
て
谷
間
に
転
げ
落
ち
る
。
波
打
ち
際
を
漕
ぎ
行

く
船
は
、
波
に
さ
ら
わ
れ
、
道
行
く
馬
は
、
足
元
が
定
ま
ら

な
い
。
（
略
）
地
面
が
大
き
く
揺
れ
、
家
が
壊こ
わ

れ
る
音
は
、

雷ら
い
め
い鳴

と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
家
の
中
に
い
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

押お

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
外
に
走
っ
て
飛
び
出
せ
ば
、

地
面
は
ひ
び
割
れ
て
し
ま
う
。
人
は
羽
が
な
い
の
で
、
空
を

飛
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
し
竜り
ゅ
うで

あ
っ
た
な
ら
ば
、
雲
に

で
も
飛
び
乗
ろ
う
も
の
を
。

　

こ
の
世
の
中
の
恐
ろ
し
い
こ
と
の
中
で
、
最
も
恐
ろ
し
い

の
は
、
や
は
り
地
震
で
あ
る
と
思
っ
た
よ
。

【
大
意
】　

旧き
ゅ
う
れ
き暦

七
月
九
日
（
新
暦
八
月
十
三
日
）
の
正
午

頃
、
大
地
が
非
常
に
強
く
揺ゆ

れ
動
い
て
し
ば
ら
く
収
ま
ら
な
か
っ

た
。（
略
）
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
崩
れ
落
ち
る
音
は
、
ま
る
で
雷
鳴

の
よ
う
で
、
舞
い
上
が
る
塵ち
り

は
、
煙
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
粉

じ
ん
で
空
は
真
っ
暗
に
な
り
、
太
陽
の
光
も
見
え
な
い
。
老
い
も

若
き
も
た
だ
た
だ
驚
き
、
朝
ち
ょ
う
て
い廷に
仕
え
る
人
々
も
庶し
ょ
み
ん民
も
放
心
し

て
い
る
。（
略
）
大
地
は
ひ
び
割
れ
、
水
が
涌わ

き
出い

で
、
岩
が
わ
れ

て
谷
に
落
ち
て
い
く
。
山
が
崩
れ
て
河
を
埋
め
、
海
が
漂
た
だ
よっ
て
浜

を
浸ひ
た

す
。
汀
を
漕こ

ぐ
船
は
波
に
揺
ら
れ
、
陸
を
行
く
馬
は
ど
う
足

を
踏
ん
で
よ
い
か
足
場
を
定
め
か
ね
た
。
水
が
増
し
洪
水
と
な
っ

て
押
し
寄
せ
て
き
た
な
ら
、
丘
に
登
っ
た
と
し
て
も
ど
う
し
て
助

か
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
猛も
う
か火

が
迫せ
ま

っ
て
き
た
な
ら
ば
、
河
を
隔へ
だ

て
て
い
る
と
し
て
も
助
か
る
は
ず
も
な
い
。
全
く
恐
ろ
し
く
て
た

ま
ら
な
い
の
は
大
地
震
で
あ
る
。
人
は
鳥
で
は
な
い
の
で
、
空
に

羽
ば
た
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ま
た
、
竜
で
も
な
い
の
で
、
雲
に

も
ま
た
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
白し
ら
か
わ河
、
六ろ
く

波は

ら羅
な
ど
、
京
都
中

で
、
一
体
何
人
の
人
が
亡な

く
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

※
清
原
元
輔

	

『
枕
草
子
』の
筆
者
、
清せ
い
し
ょ
う
な
ご
ん

少
納
言
の
父
。
三
十
六
歌か

仙せ
ん

の
一
人
。

	

祖
父
の
清き
よ
は
ら
の
ふ
か
や
ぶ

原
深
養
父
、
娘
の
清
少
納
言
の
歌
も
『
小
倉
百
人
一

首
』
に
選
ば
れ
て
い
る
。

末の松山　（提供：宮城県観光課）

【
解
説
】
心
変
わ
り
し
た
恋
人
を
な
じ
る
歌
で
あ
る
。

　

本ほ
ん

歌か

取
り
（
既す
で

に
詠よ

ま
れ
た
歌
を
い
ろ
い
ろ
な
形
で
取
り

入
れ
て
新
た
な
歌
を
作
る
表
現
方
法
）
に
よ
る
歌
で
、
本
歌

は
、
「
き
み
を
お
き
て　

あ
だ
し
心
を
わ
が
持
た
ば
末
の
松

山　

浪
も
こ
え
な
ん
（
あ
な
た
を
さ
し
お
い
て
、
誰だ
れ

か
に
私

が
浮う
わ

気き

心
を
も
っ
た
な
ら
、
決
し
て
越
え
る
は
ず
の
な
い
末

の
松
山
を
波
も
越
え
る
だ
ろ
う
。
絶
対
に
心
変
わ
り
を
す

る
こ
と
は
な
い
か
ら
。）」
で
、
も
と
も
と
は
、『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う』
の
東
あ
ず
ま

歌う
た

、
す
な
わ
ち
、
東
国
地
方
の
歌か
よ
う謡
で
あ
る
。

　

「
末
の
松
山
」
は
、
宮
城
県
多た

が賀
城じ
ょ
う

付
近
に
あ
る
歌う
た
ま
く
ら枕の

地
で
あ
る
。
貞
じ
ょ
う
が
ん観
十
一
年
（
八
六
九
）
、
三
陸
沿
岸
を
襲
っ

た
貞
観
地
震
で
も
、
大
き
な
津
波
は
、
末
の
松
山
を
越
え
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
末
の
松
山　

波
こ
さ
じ
と
は
」
は
、

「
絶
対
に
起
こ
り
得
な
い
こ
と
」
の
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
も
、
「
末
の
松
山
」
の
す
ぐ
近

く
ま
で
津つ

波な
み

が
押
し
寄
せ
た
が
、
つ
い
に
、
大
き
な
波
が

「
末
の
松
山
」
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
か
ら
、
地
震
に
対
す
る
作
者
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇か

所し
ょ

を
見
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
鴨
長
明
は
、
『
方
丈
記
』
の
「
大
地
震
」
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。
「
月
日
か
さ
な
り
、
年と

し
へ経

に
し
の
ち
は
、
こ
と
ば
に
か
け
て
言
ひ（
い
）

出
づ（

ず
）る

人
だ
に
な
し
。
（
年
月
が
経た

っ
て
く
る
と
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に
つ
い

て
話
題
に
す
る
人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
）
」
と
。

　
こ
の
一
節
を
引
用
し
て
、
地
震
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
二
百
字
程
度
で
書
い
て
み
ま
し
よ
う
。

く
。
翼は

ね

な
け
れ
ば
空そ

ら

を
も
飛と

ぶ
べ
か
ら
ず
。

龍り
ゅ
うな

ら
ば
や
雲
に
も
乗の

ら
む（

ん
）

。
恐を

そ

れ
の
な
か

に
恐を

そ

る
べ
か
り
け
る
は
、
只た

だ

地な

ゐ震
な
り
け
り

と
こ
そ
覚
え
侍は

べ
りし

か
。

河
を
へ
だ
て
て
も
、
し
ば
し
も
さ
ん
ぬ
べ
し
。

た
ゞ
か
な
し
か
り
け
る
は
大だ

い

地ぢ

振し
ん

也な
り

。
鳥
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
空
を
も
か
け
り
が
た
く
、
竜り

よ
うに

あ

ら
ざ
れ
ば
、
雲
に
も
又
の
ぼ
り
が
た
し
。
白
河
・

六
波
羅
・
京
中ぢ

ゆ
うに

う
ち
う
づ（

ず
）ま

れ
て
、
死
ぬ
る
も

の
、い
く
ら
と
い
ふ（

う
）数

を
知し

ら
ず
。

（
お
）

（
お
）

（
い
）

（
じ
）

（
じ
）
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七
月
九
日
の
午う

ま
の
こ
く刻
ば
か
り
に
、
大だ

い

地ぢ

お
び

た
ゝ
し
く
う
ご
い
て
良や

や

久
し
。（
略
）
く
づ（

ず
）る

ゝ

音
は
い
か
づ

（
ず
）

ち
の
ご
と
く
、
あ
が
る
塵ち

り
は
、
煙
の

ご
と
し
。
天て

ん

暗く
ら

う
し
て
、
日
の
光
も
見
え
ず
。
老

少
と
も
に
魂
を
消け

し
、
朝て

う

衆し
ゆ
う

悉こ
と
ご
とく

心
を
尽つ

く

す
。

（
略
）
大だ

い

地ぢ

さ
け
て
水
わ
き
出い

で
、
盤ば

ん

石じ
ゃ
くわ

れ
て

谷
へ
ま
ろ
ぶ
。
山
く
づ（

ず
）れ

て
河
を
う
づ（

ず
）み

、
海

た
ゞ
よ
ひ（

い
）て
浜
を
ひ
た
す
。
汀な

ぎ
さこ
ぐ
船
は
な
み
に

ゆ
ら
れ
、
陸く

が
ゆ
く
駒こ

ま
は
足
の
た
て
ど
を
失

う
し
な
へ（

え
）り
。

洪こ
う

水ず
い
み
な
ぎ
り
来き

た

ら
ば
、
岳を

か
に
の
ぼ
っ
て
も
、
な

ど
か
た
す
か
ら
ざ
ら
む（

ん
）。

猛み
や
う
く
わ火も

え
来き

た

ら
ば
、

　

古
来
、
多
く
の
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
我
が
国
で
は
、
古
典
文
学
の
中
に
も
、
大
地
震
に
関
わ
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
科
学
が
発
達
し
て
い
な

か
っ
た
時
代
、
昔
の
人
々
は
、
今
の
私
た
ち
以
上
に
、
天
変
地
異
に
対
し
て
畏い

ふ怖
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

平
家
一
門
が
壇だ
ん
の
う
ら

ノ
浦
の
戦
い
で
滅ほ

ろ

び
、
世
も
鎮し

ず

ま
る
か
に
思
え
た
元げ

ん

暦
り
ゃ
く

二
年
（
一
一
八
五
）
、
琵び

わ琶

湖
の
南
部
か
ら
京
都
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
元
暦
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
書
か
れ
た

『
方ほ
う
じ
ょ
う
き

丈
記
』
や
『
平
家
物
語
』
に
は
、
こ
の
大
地
震
の
状

じ
ょ
う
き
ょ
う
況
が
詳く

わ

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
こ
の
大
地
震
の
様
子
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
か
、
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

鎌
倉
時
代
、
藤ふ

じ

原
わ
ら
の
定さ

だ
い
え家
が
、
京
都
の
奥お

く
嵯さ

が峨
の
小お

ぐ
ら倉

山
の
山
荘
で
選
ん
だ
と
言
わ
れ
る
『
小
倉
百
人
一
首
』

の
中
に
も
、
過
去
の
大
地
震
を
例
え
と
し
て
用
い
た
歌

が
あ
り
ま
す
。

契ち
ぎ
り
き
な　

か
た
み
に
袖そ
で
を
し
ぼ
り
つ
ゝ

末す
ゑ

の
松ま
つ
や
ま山　

波な
み

こ
さ
じ
と
は

清き
よ�

原は
ら
の�

元も
と�

輔す
け��

【
歌
意
】
（
二
人
で
固
く
）
約
束
し
ま
し
た
よ
ね
。

　

お
互
い
に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
末
の
松
山
を
波
が
越
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
決
し
て
心
変
わ
り
は
し
ま
い
と
ね
え
。

	
大を

ほ
な
ゐ

地
震

　

又
、
同を

な

じ
こ
ろ
か
と
よ
。
を（

お
）

び
た
ゝ
し
く

大を
ほ
な
ゐ

地
震
振ふ

る
こ
と
侍は

べ
り

き
。
そ
の
さ
ま
世よ

の
常つ

ね

な
ら
ず
。
山
は
く
づ（

ず
）れ

て
河
を
う
づ（

ず
）み

、
海

は
か
た
ぶ
き
て
陸ろ

く
ぢ地

を
ひ
た
せ
り
。
土
さ
け

て
水
湧わ

き
出い

で
、
巌い

わ
を

わ
れ
て
谷
に
ま
ろ
び
入い

る
。
な
ぎ
さ
漕こ

ぐ
船
は
波
に
た
ゞ
よ
ひ（

い
）

、
道

ゆ
く
馬
は
足あ

し

の
立た

ち
処ど

を
ま
ど
わ
す
。（
略
）	

地ぢ

の
う
ご
き
家
の
や
ぶ
る
ゝ
音を

と

、
雷

い
か
づ
ちに
こ
と

な
ら
ず
。
家
の
内
に
居を

れ
ば
、
忽

た
ち
ま
ちに
拉ひ

し

げ

な
ん
と
す
。
は
し
り
出い

づ（
ず
）れ

ば
、
地ぢ

破わ

れ
裂さ

古
典
文
学
に
見
る
地
震

『
小
倉
百
人
一
首
』

『
方
丈
記
』　
　
　
　
　
鴨

か
も
の

長ち
ょ
う
め
い明

『
平
家
物
語
』巻ま

き
の

十
二「
大だ

い

地ぢ

震し
ん

」

（
い
）

（
え
）

（
い
）

（
お
）（

お
）

（
じ
）

（
お
）

（
ず
）

（
お	
お
）

（
お	

お
）

（
お
）（

よ
）（
か
）

（
ろ
）

こ
こ
の
か

　
　

の
ひ

（
ち
ょ
う
し
ゅ
う
）

（
じ
）
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